
主な内容

可決された案件 ………… 2面
平成25年度決算審査…… 3面
一般質問………………4～6面
委員会の審査…………… 7面
特別委員会活動………… 8面

▼
４
日
目
（
９
月
５
日
）
は
、

１
名
の
議
員
が
一
般
質
問
を

行
い
、
17
名
の
議
員
の
一
般

質
問
が
終
了
し
、
続
い
て
、

市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案

は
、
提
案
理
由
の
説
明
後
、

所
管
の
委
員
会
に
付
託
さ
れ

ま
し
た
。

▼
５
日
目
（
９
月
30
日
）
は
、

最
終
日
で
、
委
員
会
へ
付
託

さ
れ
た
議
案
16
件
と
新
た
に

提
出
さ
れ
た
議
案
２
件
及
び

諮
問
１
件
を
そ
れ
ぞ
れ
可

決
・
認
定
・
答
申
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
委
員
会
提
出
議
案

２
件
（
意
見
書
提
出
）
を
可

決
し
、
議
員
提
出
議
案
１
件

（
意
見
書
提
出
）
を
否
決
し

ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
新
た
に
提
出
さ

れ
た
陳
情
３
件
を
含
め
た
陳

情
４
件
の
う
ち
１
件
を
採
択

と
し
、
１
件
を
不
採
択
と
し

て
、
他
の
２
件
に
つ
い
て
は
、

継
続
し
て
審
査
す
る
こ
と
と

な
り
、
今
定
例
会
を
終
了
し

ま
し
た
。

▼
２
日
目
（
９
月
３
日
）
は
、

５
名
の
議
員
が
一
般
質
問
を

行
い
ま
し
た
。

▼
３
日
目
（
９
月
４
日
）
は
、

５
名
の
議
員
が
一
般
質
問
を

行
い
ま
し
た
。

▼
１
日
目
（
９
月
２
日
）
は
、

一
般
質
問
の
通
告
人
数
や
通

告
時
間
、
議
案
を
付
託
す
る

委
員
会
の
開
催
日
等
を
考
慮

し
て
、
定
例
会
の
会
期
を
29

日
間
と
決
定
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
６
名
の
議
員
が

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

９
月
議
会
開
会
時
は
、
西

日
本
で
の
風
水
害
、
閉
会
時

に
は
御
嶽
山
噴
火
と
日
本
全

国
で
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
の
ご
冥

福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、

被
災
さ
れ
た
方
に
は
お
見
舞

い
申
し
あ
げ
ま
す
。
幸
い
我

が
市
に
は
大
き
な
災
害
は
発

生
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
日

頃
か
ら
災
害
に
備
え
る
必
要

性
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

９
月
議
会
は
、
平
成
25
年

度
の
決
算
審
査
の
他
、
議
案

数
が
多
い
議
会
で
、
議
員
提

出
議
案
や
委
員
会
提
出
議
案

も
出
さ
れ
活
発
な
議
論
が
出

来
ま
し
た
。
最
終
日
、
本
会

議
で
は
討
論
の
件
数
が
19
件

と
今
ま
で
に
な
い
討
論
が
な

さ
れ
ま
し
た
。

　

都
内
の
某
区
で
は
、
議
員

一
人
あ
た
り
の
討
論
時
間
を

年
間
20
分
と
制
限
す
る
制
度

を
導
入
し
た
と
の
報
道
が
さ

れ
た
直
後
だ
け
に
、
議
員
一

人
一
人
の
良
識
が
問
わ
れ
る

場
面
で
あ
り
ま
し
た
。
立
場

が
違
う
議
員
が
議
場
に
参
集

し
て
い
ま
す
の
で
、
意
見
の

違
い
は
当
然
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
ぞ
れ
議
員
の
意
見
は
意

見
と
し
て
尊
重
で
き
る
議
会

で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
議
会
に
は
、
多
く
の
傍

聴
者
が
お
見
え
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
議
場
に
足

を
お
運
び
い
た
だ
き
、
議
論

を
傍
聴
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
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９
月
22
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
横
田
基
地
に
関
す

る
２
件
の
議
題
に
つ
い
て
協

議
し
ま
し
た
。
主
な
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。

１
．
横
田
基
地
日
米
友
好
祭

に
つ
い
て

　

９
月
６
日
、
７
日
に
開
催

さ
れ
、
約
30
機
の
航
空
機
の

地
上
展
示
、
打
ち
上
げ
花
火

等
の
ほ
か
、
航
空
自
衛
隊
横

田
ま
つ
り
で
は
、
市
民
有
志

が
踊
り
で
参
加
し
た
。

　

市
内
の
状
況
に
つ
い
て
は
、

牛
浜
駅
利
用
者
の
分
散
化
を

図
っ
た
結
果
、
拝
島
駅
の
利

用
者
が
増
加
し
た
。

　

ま
た
、
牛
浜
駅
か
ら
第
５

ゲ
ー
ト
付
近
は
警
察
官
が
多

く
配
置
さ
れ
、
大
き
な
ト
ラ

ブ
ル
は
な
か
っ
た
。
市
民
か

ら
航
空
機
騒
音
等
の
苦
情
は

な
か
っ
た
が
、
バ
イ
ク
の
違

法
駐
車
に
よ
る
苦
情
が
１
件

あ
り
、
対
応
し
た
と
の
こ
と
。

だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
答
申
書
は
、『「
子
ど

も
の
育
ち
と
子
育
て
の
喜
び

が
実
感
で
き
る
ま
ち
」
の
実

現
に
向
け
た
取
り
組
み
が
よ

り
一
層
推
進
さ
れ
る
よ
う
期

待
し
ま
す
。』
と
結
ば
れ
て

お
り
、
市
議
会
と
し
て
こ
れ

か
ら
策
定
さ
れ
る
事
業
計
画

が
実
現
性
の
あ
る
計
画
と
な

る
よ
う
市
長
に
提
言
し
て
い

き
ま
す
。

　

続
い
て
、
今
後
の
審
議
日

程
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　

審
議
会
の
答
申
を
受
け
、

今
後
、市
長
が
策
定
す
る「
福

生
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
（
案
）」
に
対
し

て
ど
の
よ
う
に
調
査
・
研
究

し
、
提
言
を
ま
と
め
て
い
く

か
を
、
第
４
回
定
例
会
（
12

月
）
ま
で
の
休
会
中
に
１
、

２
回
の
委
員
会
を
開
催
す
る

予
定
で
日
程
を
協
議
決
定
し

ま
し
た
。

　

最
後
に
、
７
月
30
日
、
31

日
に
実
施
し
た
当
委
員
会
の

行
政
視
察
の
各
委
員
か
ら
提

出
さ
れ
た
行
政
視
察
報
告
書

に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　

視
察
先
は
、
岐
阜
県
美
濃

加
茂
市
及
び
岐
阜
県
揖
斐
川

町
で
す
。
視
察
報
告
は
、
次

号
に
掲
載
予
定
で
す
。
な
お
、

市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

福
生
市
の
定
住
化
促
進
の

た
め
、
市
議
会
に
も
市
民
の

皆
様
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

　

９
月
22
日
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
委
員
会
の
主
な
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　

最
初
に
、
昨
年
の
８
月
に

市
長
が
「
子
ど
も
子
育
て
審

議
会
」
に
諮
問
し
た
「
福
生

市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
計
画
を
策
定
す
る
に
あ
た

り
、そ
の
基
本
的
な
考
え
方
」

が
答
申
さ
れ
、
そ
の
内
容
の

説
明
を
受
け
、
質
疑
応
答
を

行
い
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
、
市
民
の
定
住

化
の
た
め
に
子
育
て
は
重
要

な
施
策
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

「
子
育
て
す
る
な
ら
ふ
っ
さ
」

の
思
い
か
ら
、
具
体
的
な
施

策
を
含
め
、
様
々
な
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
答
申
は
、
平
成
26
年

度
中
に
策
定
す
る
「
福
生
市

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

計
画
」
に
反
映
す
る
も
の
で

す
。
審
議
会
委
員
の
皆
さ
ん

に
は
、
精
力
的
に
議
論
い
た ▲美濃加茂市を視察

２
．
横
田
基
地
に
関
す
る
情

報
等
に
つ
い
て

　

６
月
16
日
か
ら
９
月
８
日

ま
で
、
次
の
５
項
目
に
つ
い

て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

①
横
田
基
地
有
志
に
よ
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
公
園

清
掃
が
３
回
、
道
路
清
掃
が

１
回
実
施
さ
れ
、市
民
２
人
を

含
む
参
加
人
数
は
延
べ
49
人
。

②
訓
練
・
演
習
に
つ
い
て
は
、

横
田
基
地
所
属
C
1
3
0
輸

送
機
に
よ
る
人
員
降
下
訓
練

が
５
回
、
サ
ム
ラ
イ
即
応
演

習
が
１
回
実
施
さ
れ
、
市
民

か
ら
の
航
空
機
騒
音
に
対
す

る
苦
情
は
計
18
件
。

③
日
米
合
同
委
員
会
合
意
に

つ
い
て
は
、
７
月
３
日
の
横

田
飛
行
場
に
お
け
る
管
理
棟

建
設
に
係
る
施
設
整
備
計
画

の
承
認
に
つ
い
て
。

④
航
空
自
衛
隊
に
つ
い
て
は
、

航
空
総
隊
司
令
部
改
編
に
よ

る
８
月
１
日
の
「
航
空
戦
術

教
導
団
司
令
部
」
の
新
編

（
60
人
）
及
び
、
作
戦
情
報

隊
の
整
理
・
統
合
が
平
成
27

年
度
中
に
行
わ
れ
、
三
沢
基

地
か
ら
約
40
人
の
隊
員
が
移

転
す
る
予
定（
計
1
9
0
人
）。

⑤
M
V
22
オ
ス
プ
レ
イ
の
飛

来
に
つ
い
て
は
、
横
田
基
地

へ
の
３
回
の
飛
来
状
況
と
横

田
基
地
周
辺
市
町
基
地
対
策

連
絡
会
に
よ
る
外
務
省
等
へ

の
要
請
及
び
８
月
14
日
の
日

米
友
好
祭
に
関
す
る
福
生
市

の
横
田
基
地
に
対
し
て
の
独

自
要
請
。

横
田
基
地
対
策

特
別
委
員
会

横
田
基
地
対
策

　
　
　

特
別
委
員
会

▲オリンピック選手を目指して「よーいどん」（福生第二小学校運動会）
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▼
４
日
目
（
９
月
５
日
）
は
、

１
名
の
議
員
が
一
般
質
問
を

平
成
25
年
度
各
会
計
決
算
を
認
定

「
手
話
言
語
法
」制
定
を
求
め
る
意
見
書
及
び

地
方
税
財
源
の
拡
充
に
関
す
る
意
見
書
を
提
出

平
成
25
年
度
各
会
計
決
算
を
認
定

「
手
話
言
語
法
」制
定
を
求
め
る
意
見
書
及
び

地
方
税
財
源
の
拡
充
に
関
す
る
意
見
書
を
提
出

委
員
会
提
出
議
案
第
２
号

「
手
話
言
語
法
」
制
定
を
求
め
る
意
見
書

　

手
話
と
は
、
日
本
語
を
音
声
で
は
な
く
手
や
指
、

体
な
ど
の
動
き
や
顔
の
表
情
を
使
う
独
自
の
語
彙
や

文
法
体
系
を
持
つ
言
語
で
あ
る
。
手
話
を
使
う
聴
覚

障
害
者
に
と
っ
て
、
聞
こ
え
る
人
た
ち
の
音
声
言
語

と
同
様
に
、大
切
な
情
報
獲
得
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
手
段
と
し
て
大
切
に
守
ら
れ
て
き
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
ろ
う
学
校
で
は
手
話
は
禁
止
さ

れ
、
社
会
で
は
手
話
を
使
う
こ
と
で
差
別
さ
れ
て
き

た
長
い
歴
史
が
あ
っ
た
。

　

平
成
18
年
12
月
に
採
択
さ
れ
た
国
連
の
障
害
者
権

利
条
約
に
は
、「
手
話
は
言
語
」
で
あ
る
こ
と
が
明
記

さ
れ
て
い
る
。

　

障
害
者
権
利
条
約
の
批
准
に
向
け
て
日
本
政
府
は

国
内
法
の
整
備
を
進
め
、
平
成
23
年
８
月
に
成
立
し

た
「
改
正
障
害
者
基
本
法
」
で
は
「
全
て
障
害
者
は
、

可
能
な
限
り
、
言
語
（
手
話
を
含
む
。）
そ
の
他
の
意

思
疎
通
の
た
め
の
手
段
に
つ
い
て
の
選
択
の
機
会
が

確
保
さ
れ
る
」
と
定
め
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
同
法
第
22
条
で
は
国
・
地
方
公
共
団
体
に

対
し
て
情
報
保
障
施
策
を
義
務
づ
け
て
お
り
、
手
話

が
音
声
言
語
と
対
等
な
言
語
で
あ
る
こ
と
を
広
く
国

民
に
広
め
、
聞
こ
え
な
い
子
供
が
手
話
を
身
に
つ
け
、

手
話
で
学
べ
、
自
由
に
手
話
が
使
え
、
更
に
は
手
話

を
言
語
と
し
て
普
及
、
研
究
す
る
こ
と
の
で
き
る
環

境
整
備
に
向
け
た
法
整
備
を
国
と
し
て
実
現
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

よ
っ
て
、
福
生
市
議
会
は
政
府
と
国
会
が
次
の
事

項
を
実
現
す
る
よ
う
強
く
求
め
る
。

　

手
話
が
音
声
言
語
と
対
等
な
言
語
で
あ
る
こ
と
を

広
く
国
民
に
広
め
、
聞
こ
え
な
い
子
供
が
手
話
を
身

に
つ
け
、
手
話
で
学
べ
、
自
由
に
手
話
が
使
え
、
更

に
は
手
話
を
言
語
と
し
て
普
及
、
研
究
す
る
こ
と
の

で
き
る
環
境
整
備
を
目
的
と
し
た
「
手
話
言
語
法
（
仮

称
）」
を
制
定
す
る
こ
と
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に
よ
り
意
見

書
を
提
出
す
る
。

　
（
提
出
先　

内
閣
総
理
大
臣
、
総
務
大
臣
、
文
部
科

学
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
、
衆
議
院
議
長
、
参
議
院

議
長
）

委
員
会
提
出
議
案
第
３
号

地
方
税
財
源
の
拡
充
に
関
す
る
意
見
書
（
要
旨
）

　
真
の
分
権
型
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
国
と

地
方
の
役
割
分
担
を
明
確
に
し
、
地
方
が
そ
の
責
任

と
権
限
に
応
じ
た
役
割
を
果
た
せ
る
よ
う
、
地
方
税

財
源
の
拡
充
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

　

し
か
し
、
国
は
、
平
成
26
年
度
税
制
改
正
に
お
い
て
、

地
方
法
人
特
別
税
・
地
方
法
人
特
別
譲
与
税
を
廃
止

し
な
い
ば
か
り
か
、
地
方
の
貴
重
な
自
主
財
源
で
あ

る
法
人
住
民
税
の
国
税
化
を
新
た
に
導
入
し
、
消
費

税
率
の
10
パ
ー
セ
ン
ト
へ
の
引
上
げ
時
に
は
、
法
人

住
民
税
の
国
税
化
を
さ
ら
に
進
め
る
と
し
た
。
こ
う

し
た
措
置
は
、
地
方
税
財
源
の
拡
充
に
つ
な
が
ら
ず
、

地
方
の
自
立
そ
の
も
の
を
妨
げ
、
地
方
分
権
の
流
れ

に
逆
行
す
る
も
の
で
あ
る
。
併
せ
て
、
来
年
度
か
ら

は
法
人
実
効
税
率
の
引
下
げ
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

地
方
税
財
政
へ
の
影
響
が
強
く
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　

現
在
、
福
生
市
に
は
、
急
激
に
押
し
寄
せ
る
少
子

高
齢
化
へ
の
対
応
や
、
子
育
て
環
境
の
整
備
、
高
度

成
長
期
に
全
国
に
先
駆
け
て
建
設
さ
れ
た
多
く
の
公

共
施
設
の
維
持
・
更
新
、
防
災
力
の
強
化
、
治
安
対

策
な
ど
、
膨
大
な
財
政
需
要
が
存
在
し
て
い
る
。

　

地
方
自
治
体
が
、
こ
う
し
た
多
岐
に
わ
た
る
課
題

に
適
切
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
は
、
需
要
に
見
合

う
財
源
の
確
保
が
不
可
欠
で
あ
り
、
限
ら
れ
た
地
方

税
財
源
の
中
で
の
財
源
調
整
で
は
根
本
的
な
解
決
を

図
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
す
な
わ
ち
、
地
方
法
人
特

別
税
・
地
方
法
人
特
別
譲
与
税
及
び
地
方
法
人
税
の

よ
う
に
、
地
方
固
有
の
税
を
地
方
間
の
財
源
調
整
に

用
い
る
よ
う
な
対
応
は
、厳
に
慎
む
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
福
生
市
議
会
は
、
国
会
及
び
政
府
に
対
し
、

法
人
実
効
税
率
の
引
下
げ
を
行
う
場
合
に
は
、
国
の

責
任
に
お
い
て
確
実
な
代
替
財
源
を
確
保
す
る
な
ど
、

全
て
の
地
方
自
治
体
の
歳
入
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い

よ
う
万
全
の
対
応
を
行
う
と
と
も
に
、
憲
法
で
保
障

さ
れ
た
地
方
の
課
税
自
主
権
に
基
づ
く
超
過
課
税
の

実
施
に
関
し
て
は
、
あ
く
ま
で
も
地
方
自
治
体
の
判

断
が
尊
重
さ
れ
る
べ
き
こ
と
、
ま
た
、
地
方
税
の
根

本
原
則
を
ゆ
が
め
る
地
方
法
人
特
別
税
・
地
方
法
人

特
別
譲
与
税
と
法
人
住
民
税
の
国
税
化
を
直
ち
に
撤

廃
し
て
地
方
税
と
し
て
復
元
し
、
地
方
が
担
う
権
限

と
責
任
に
見
合
う
地
方
税
財
源
の
拡
充
と
い
う
本
質

的
な
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
を
強
く
要
請
す
る
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に
よ
り
意
見

書
を
提
出
す
る
。

　
（
提
出
先　

内
閣
総
理
大
臣
、
総
務
大
臣
、
財
務
大

臣
、
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
）

次回定例会のお知らせ
◎傍聴におでかけください。
　平成26年第４回定例会は、12月２日(火)から12月19日
（金）までを予定しています。
◆本会議（予定）午前10時開会
　12月２日（火）～12月５日（金）及び12月19日（金）
◆常任委員会（予定）午前10時開会
　12月９日（火）～11日（木）
◎補聴器をお使いの方のために、議場には補聴器に直接音声
を送る磁気ループを完備しています。

平成26年第３回定例会本会議の概要
・傍聴者数　延べ91人
・インターネット議会中継閲覧数（９月２日～９月30日）延べ622件

本
会
議
の
経
過

本
会
議
の
経
過

　

平
成
26
年
第
３
回
定
例

会
は
、
９
月
２
日
か
ら
９

月
30
日
ま
で
会
期
29
日
間

で
開
催
さ
れ
、
17
名
の
議

員
に
よ
る
一
般
質
問
が
行

わ
れ
、
条
例
制
定
な
ど
市

長
提
出
議
案
18
件
、
諮
問

１
件
、
委
員
会
提
出
議
案

２
件
、
議
員
提
出
議
案
１

件
、
陳
情
４
件
な
ど
が
審

議
さ
れ
ま
し
た
。
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特
別
委
員
会

　議員の一般質問や市長の答弁の様子が見られ、より身近に議会を感じていただけると思います。
「市民に開かれたわかりやすい議会」を一層推進するため、積極的に議会情報をお届けしていき
ますので、ぜひご利用ください。
◆配信内容
　本会議のライブ映像と録画映像
※録画映像は、過去の会議を会議名や議員名、用語などで検索してご覧いただくことができます。
◆アクセス方法
　福生市公式ホームページ(http://www.city.fussa.tokyo.jp/)にアクセスして「福生市議会」→
「インターネット中継」の順にクリックしてください。

ケーブルテレビによる議会中継を行います。
　多摩ケーブルネットワークによる本会議の生中継を放映します。放映日時、放映チャンネルは、広
報ふっさ及び多摩ケーブルチャンネルガイドでお知らせしますのでぜひご覧ください。

「ご利用くださいインターネット議会中継」「ご利用くださいインターネット議会中継」「ご利用くださいインターネット議会中継」「ご利用くださいインターネット議会中継」

「声の市議会だより」をお届けしています
　音訳ボランティア「福生いとでんわ」の皆さんにご協力いただき、市議会だよりの音訳を
デイジー方式のＣＤにして、視覚障害者 (１・２級 )の方にお届けしています。　
　ご家族やお知り合いの方で、ご希望の方がいらっしゃいましたら、議会事務局にご連絡く
ださい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎042-551-1523

○デイジー（DAISY）とは
　デジタル録音図書の国際標準で、聴きたいところをすぐに検索できるなど、情報検索
性に優れています。
　専用の再生機が必要となりますが、利用対象者は日常生活用具として給付を受けられ
ます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（利用者一割負担）

臨時会が開催されました
　８月26日に平成26年第１回臨時会が開催され、議案１件の審査を行
い、原案のとおり可決されました。主な内容は、次のとおりです。
◎副市長の選任について
　村山利夫副市長の退任に伴い、新たに福島秀男氏を福生市副市長に
選任することに同意するもの。
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